
 

[問１]  
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[問 2] 
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[問 3]  

(1) 答： λ





 −=

2
1md  （m=1, 2, 3…） 

理由： レンズ L1の下面では自由端反射に相当する反射が起きるため、光の位相に変化はな

いが、レンズ L2 の上面では固定端反射に相当する反射が起きるため、光の位相は逆位相に

なる。そのため、強め合う条件に λ
2
1

のずれが生じる。 
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(5) d =一定の線が干渉縞のパターンとなる

ことから、
22 2yx + =一定となるが、これ

はだ円を表す。したがって、干渉縞の明る

い線は、図のように見える。 

 

 

[問 4]  
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[問 5]   

(1) 大きさ： IBd  、向き： z 軸の正の向き 
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(7) 向心力が働く場合の無重力中の運動と同様であり、周期
0

2
v
lπ
の等速円運動を行う。 


